
 
 

東日本大震災による計画停電により、交差点では信号が滅灯し、多数の警察官等が手信号による交通整理にあたって

いるが、大半の交差点では警察官等が配置されていない。本レポートでは警察官等がいない交差点での状況を取材し、

実際の交通状況から想定される事故及び対応方法について検討する。 

自車優先という意識を捨てましょう！
①交差点を認知したら早めに減速を開始する。

②必ず停止線や横断歩道の手前で停止し、左右を確認する。

③交差点内では左右をよく見ながら徐行で通過する。不必要な加速はしない（交差する道路から自車優先

の意識を持った車両や自転車等の進入に備える）。

交差点のリスク実態 ～自車優先のケース～
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※写真は都内にて、弊社研究員が撮影

都内某所にて、弊社研究員が下図のような環境の交差点において信号が滅灯している時の交通実態を取

材した。

１．減速しないで交差点を通過 ２．横断歩道上で停止

減速せず通過
横断歩道上で停止

交差点の手前に路上駐車車両が死角となり、横断歩道や交
差する道路の様子が確認できないにも関わらず、減速するこ
となく交差点を通過していく車両が見られた。

見通しの悪い交差する道路から車両が飛び出してくることを
想定し、交差点手前で減速・停止するものの、歩行者や自転
車が通行する横断歩道上で停止する車両が見られた。
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